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海外子会社の解散及び清算に関するお知らせ 
 
 
当社は、2016 年 10 月 18 日開催の取締役会において、以下のとおり、DeNA Global, Inc.等欧米の

ゲーム事業に関わる海外子会社（ngmoco, LLC 等を含む）を解散し清算することを決議いたしました。 
 

 
１．解散の理由 
当社グループは、ゲーム事業において、日本・中国・欧米を主要な３地域と位置付け、それぞれの

地域に根差した開発・運用・マーケティング機能を持つ体制で取り組んできました。 
欧米市場向けでは、2016 年３月期に実施した欧米における体制及びゲームポートフォリオの見直し

以降、筋肉質な体制でゲーム開発に取り組んで参りましたが、期待する水準のヒットタイトルの創出

には至らなかったため、DeNA Global, Inc.等の子会社を解散し清算いたします。 
なお、欧米市場は引き続き注力市場の一つと位置付け、現地スタジオでの開発を中心とする戦略か

ら、外部パートナーとの協業によるタイトルを主軸としたグローバル展開に戦略転換を図ることとい

たします。 
 
 
２．解散する子会社の概要 
（１） 名 称 DeNA Global, Inc. 
（２） 所 在 地 米国カリフォルニア州サンフランシスコ市 
（３） 代表者の役職・氏名 President 渡辺 大 
（４） 事 業 内 容 ゲーム事業 
（５） 資 本 金 602,506 千米ドル 
（６） 設 立 年 月 日 2008 年 1 月 18 日 
（７） 大株主及び持株比率 株式会社ディー・エヌ・エー  100.0% 

（８） 上 場 会 社 と 
当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 当社の完全子会社であります。 
人 的 関 係 役員兼任２名 
取 引 関 係 資金貸付等 
関連当事者へ

の 該 当 状 況 当社の連結子会社であります。 

 
  



 
（９） 最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2013 年 12 月期 2014 年 12 月期 2015 年 12 月期 
 純 資 産 333,351 千米ドル 292,449 千米ドル -5,102 千米ドル 
 総 資 産 422,137 千米ドル 402,179 千米ドル 69,485 千米ドル 
 １ 株 当 た り 純 資 産 182.25 ドル 159.88 ドル -2.79 ドル 
 売 上 高 127,836 千米ドル 71,973 千米ドル 60,757 千米ドル 
 営 業 利 益 -41,704 千米ドル -37,278 千米ドル -30,501 千米ドル 
 経 常 利 益 -42,161 千米ドル -37,501 千米ドル -33,384 千米ドル 

 
親会社株主に帰属する 
当 期 純 利 益 -43,509 千米ドル -40,729 千米ドル -396,865 千米ドル 

 １株当たり当期純利益 -23.79 ドル -22.27 ドル -216.97 ドル 
 １ 株 当 た り 配 当 金 ―ドル ―ドル ―ドル 

 
 
３．解散の日程 
上述のとおり、2016年 10月 18日にDeNA Global, Inc.等を解散し清算することを決議いたしました。

以降、2017 年３月期中を目途に、各子会社での解散の決議、現地当局への申請その他の法的手続を完

了する見通しです。 
 
 
４．解散に伴う損失額 
「５．今後の見通し」をご参照ください。 
 
 
５．今後の見通し 

DeNA Global, Inc.等の解散に伴い、関連するソフトウェア資産の除却やその他拠点閉鎖に伴う諸費

用等、概算で30億円前後の費用が2017年３月期第３四半期累計期間の連結決算で発生の見込みです。 
なお、DeNA Global, Inc.等の解散に際し、連結決算（国際会計基準）において、ngmoco, LLC 等

の取得にかかるのれんに関する減損損失は認識しない見通しです。当社では、展開地域を跨いだゲー

ム事業全体を単一の資金生成単位としておりますが、現状、当該資金生成単位に含まれる資産簿価に

対して、ゲーム事業全体の見積もり公正価値が帳簿価額を上回っているためであります。 
また、2015 年５月 12 日開示の「当社単体決算（日本基準）における海外子会社（DeNA Global, Inc. 

等）に関する子会社株式評価損の計上並びに当社連結決算（国際会計基準）における減損損失の不認

識及びその理由に関するお知らせ」に記載の内容も含め、当社はこれまで単体決算において、解散対

象会社に係る関係会社株式評価損を合計約 524 億円認識してきました。当該損失は、2017 年 3 月期

以降に税務上認容され、当社の連結及び単体の当期純利益に影響を与える見通しです。 
2017 年３月期第３四半期累計期間の業績予想は、本リリースに記載の内容も精査のうえ、2016 年

11 月４日予定の 2017 年３月期第２四半期累計期間の決算発表時にあわせて開示いたします。 

 

以上 

 

 

 

 

 
本件に関するお問い合わせ先 

株式会社ディー・エヌ・エー(http://dena.com/jp/ir/)  

IR 部（ir@dena.com） 


